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は
じ
め
に

「
神
奈
川
大
学
の
歴
史
は
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
、

米
田
吉
盛
に
よ
る
横
浜
学
院
の
創
設
に
始
ま
る
。
横
浜
市
桜
木

町
に
開
設
さ
れ
た
横
浜
学
院
は
、
翌
年
横
浜
専
門
学
校
と
し
て

形
を
と
と
の
え
、
二
十
四
年
、
大
学
へ
移
行
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。」（

（
（

『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
は
こ
の
よ
う
な
書
き
出
し
で

始
ま
る
。
神
奈
川
大
学
の
歴
史
の
原
点
と
い
え
る
横
浜
学
院
が

創
設
さ
れ
た
の
が
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
、
そ
の
誕
生
の
地

が
中
区
桜
木
町
六
丁
目
三
十
四
番
地
（
現
在
は
西
区
）
に
あ
っ

た
桜
木
会
館
で
あ
る
。
た
だ
し
開
校
後
ま
も
な
く
、
横
浜
学
院

は
中
区
西
戸
部
町
富
士
塚
（
現
在
の
西
区
境
之
谷
）
へ
と
移
転

す
る
た
め
、
当
初
か
ら
仮
校
舎
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
は
あ
っ

た
も
の
の
、
桜
木
会
館
が
校
舎
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
わ
ず

か
一
年
に
も
満
た
な
い
期
間
で
あ
っ
た
。

し
か
し
桜
木
会
館
の
建
物
は
、
平
成
の
時
代
ま
で
生
き
続
け

た
。
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
解
体
さ
れ
る
ま
で
、
国
道

十
六
号
線
沿
い
に
建
っ
て
い
た
小
さ
な
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
「
日
の

出
ビ
ル
」
が
、
か
つ
て
の
桜
木
会
館
で
あ
る
（
図
１
）。

【
研
究
ノ
ー
ト
】

神
奈
川
大
学
発
祥
の
地
、
桜
木
会
館
に
つ
い
て

青　

木　

祐　

介

図１　解体前の桜木会館　2007（平成19）
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創
設
九
十
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
四

月
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
設
（
二
〇
二
一
年
四
月

～
）
が
発
表
さ
れ
、
七
月
三
十
日
に
は
新
築
工
事
の
起
工
式
が

お
こ
な
わ
れ
た
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
が
立
地
す
る
み
な
と
み
ら
い

二
十
一
中
央
地
区
四
十
三
街
区
は
、
神
奈
川
大
学
発
祥
の
地
で

あ
る
桜
木
町
六
丁
目
の
目
と
鼻
の
先
で
あ
る
。
九
十
年
の
時
を

経
て
、
神
奈
川
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ふ
た
た
び
歴
史
の
原
点

へ
と
戻
っ
て
く
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
稿
で
は
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
史
の
転
換
期
と
な
る
こ
の
機

会
に
、
神
奈
川
大
学
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
桜
木
会
館

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
確
認
で
き
た
資
料
を
も
と
に
、
横
浜
に

お
け
る
近
代
建
築
史
の
視
点
か
ら
そ
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み

た
い
。

一
、
横
浜
学
院
の
開
設
と
桜
木
会
館

ま
ず
は
桜
木
会
館
の
建
物
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
内
容
を
大
学
史
や
同
窓
会
誌
を
も
と
に
整
理
し
て

お
く
。

『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』
は
、
米
田
吉
盛
が
専
門
学
校

創
立
ま
で
の
準
備
段
階
と
し
て
、
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
夜
間

部
だ
け
の
横
浜
学
院
を
「
横
浜
市
桜
木
町
六
丁
目
三
四
番
地
に

あ
っ
た
桜
木
会
館
の
一
・
二
階
全
部
を
借
用
し
て
」（

（
（

開
設
し
た

こ
と
、
そ
の
桜
木
会
館
は
山
梨
県
出
身
の
実
業
家
若
尾
幾
太
郎

が
所
有
す
る
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
、
若
尾
と
同
じ
山
梨
県
出
身

で
あ
り
、
学
院
創
設
に
あ
た
っ
て
多
方
面
で
米
田
を
支
え
た
樋

貝
詮
三
の
仲
介
に
よ
り
、
無
償
で
建
物
を
借
り
受
け
た
こ
と
を

記
し
て
い
る
。
無
償
の
借
用
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
当
初
か
ら
早

い
段
階
で
の
転
出
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
入
学
案
内
に

も
「
仮
教
場
」（

（
（

と
そ
の
旨
は
明
確
に
記
さ
れ
て
い
た
。

同
書
が
引
用
す
る
横
浜
専
門
学
校
申
請
書
類
に
よ
る
と
、
借

用
の
内
訳
は
、
教
室
が
広
さ
二
十
四
坪
五
合
（
約
八
〇
ｍ2

）
と

十
二
坪
二
合
五
勺
（
約
四
〇
ｍ2

）
の
二
室
、
事
務
室
は
広
さ
十

坪
五
合
（
約
三
五
ｍ2

）
の
一
室
、
便
所
は
二
箇
所
、
そ
の
他
廊

下
三
箇
所
の
合
計
八
室
、
ト
ー
タ
ル
六
十
坪
弱
（
約
二
〇
〇
ｍ2

）

の
面
積
で
あ
っ
た
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て（

（
（

、

一
階
を
商
業
経
済
科
、
二
階
を
法
学
科
の
教
室
に
充
て
て
、
一

九
二
八
（
昭
和
三
）
年
四
月
九
日
に
最
初
の
授
業
が
お
こ
な
わ

れ
た
。

募
集
人
員
二
百
四
十
名
の
と
こ
ろ
、
二
百
四
十
一
名
が
学
院

に
入
学
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
教
室
の
面
積
に
比
す
れ
ば
、
不

十
分
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
環
境
で
あ
っ
た
。
開
校
後
ま
も
な

く
、
米
田
は
再
び
樋
貝
の
資
金
協
力
を
得
て
、
新
校
舎
の
立
地
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を
西
戸
部
町
富
士
塚
に
定
め
て
建
設
工
事
を
開
始
す
る
。
あ
わ

せ
て
専
門
学
校
設
立
の
認
可
申
請
を
お
こ
な
い
、
同
じ
年
の
十

二
月
二
十
八
日
、
横
浜
学
院
は
完
成
し
た
ば
か
り
の
校
舎
へ
と

移
転
す
る
。
そ
し
て
専
門
学
校
の
認
可
が
お
り
た
翌
年
三
月
、

神
奈
川
大
学
の
前
身
で
あ
る
「
横
浜
専
門
学
校
」
が
誕
生
し
た
。

こ
の
桜
木
会
館
の
建
物
が
そ
の
後
も
残
っ
て
い
た
こ
と
は
、

一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
、『
宮
陵
会
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
連

載
コ
ラ
ム
「
神
大
の
歴
史
（
一
）」（

（
（

の
な
か
で
紹
介
さ
れ
た
。

同
稿
で
は
、
一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
当
時
の
写
真
（
図

２
）
と
と
も
に
横
浜
学
院
創
設
の
経
緯
を
振
り
返
り
、
現
存
す

る
桜
木
会
館
を
「
神
奈
川
大
学
発
祥
の
地
」
と
し
て
い
る
。
第

四
節
で
紹
介
す
る
と
お
り
、
こ
の
建
物
そ
の
も
の
は
一
九
七
〇

年
代
に
実
施
さ
れ
た
日
本
建
築
学
会
に
よ
る
調
査
で
、
戦
前
の

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
把
握
さ
れ
て
は
い
た
が
、
神
奈
川
大
学

の
歴
史
と
関
連
づ
け
て
そ
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
は
同
稿
が
初

め
て
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
、
同
じ
連
載
コ
ラ

ム
の
「
神
大
の
歴
史 

四
十
二
」（

（
（

で
は
、
桜
木
会
館
の
建
物
が
、

関
東
大
震
災
前
に
建
て
ら
れ
た
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
「
も
と
政
友
会
の
新
聞

社
だ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
」
の
建
物
を
借
り
受
け
た

と
い
う
米
田
吉
盛
の
述
懐
を
手
が
か
り
と
し
て
、
政
友
会
系
の

新
聞
社
が
横
浜
日
日
新
聞
社
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
同
社

は
関
東
大
震
災
で
社
屋
が
全
焼
し
た
こ
と
で
廃
刊
に
追
い
込
ま

れ
た
も
の
の（

（
（

、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
自
体
は
、
火
災

で
内
部
を
焼
失
し
た
と
し
て
も
修
復
を
経
て
使
い
続
け
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

指
摘
は
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

に
限
ら
ず
、
当
時
地
震
に
弱
い
と
さ
れ
た
煉
瓦
造
建
築
で
あ
っ

て
も
、
建
物
の
躯
体
さ
え
倒
壊
し
な
け
れ
ば
、
修
復
に
よ
っ
て

そ
の
後
の
再
生
は
可
能
で
あ
り
、
実
際
に
、
横
浜
正
金
銀
行
本

図２　桜木会館　1980（昭和55）年11月
撮影　神奈川大学資料編纂室所蔵
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店
本
館
（
現
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）、
横
浜
市
開
港
記

念
会
館
な
ど
の
重
要
文
化
財
の
建
築
は
、
そ
う
や
っ
て
関
東
大

震
災
を
生
き
ぬ
い
て
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
先
行
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
横
浜
日
日
新
聞
社

の
社
屋
に
関
す
る
資
料
調
査
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
上
記
の
指

摘
は
間
違
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
関
東
大
震
災
で
も
倒

壊
せ
ず
に
残
っ
た
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
が
、
震
災
後
に
桜

木
会
館
と
し
て
横
浜
学
院
誕
生
の
舞
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

次
節
以
降
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
建
設
の
時
点
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
、建
物
の
概
要
と
そ
の
後
の
変
遷
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

二
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
と
し
て

横
浜
日
日
新
聞
は
、
横
浜
政
友
会
の
赤
尾
彦
作
ら
に
よ
っ
て

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
日
刊
新
聞
で

あ
る（

（
（

。
同
社
の
沿
革
に
つ
い
て
記
し
た
『
新
聞
総
覧
』
に
よ
る

と
、
創
立
当
時
の
本
社
の
所
在
地
は
横
浜
市
蓬
莱
町
二
丁
目
十

二
番
地
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
十
一
月
に
資

本
増
加
の
決
定
が
な
さ
れ
る
と
、
新
社
長
に
村
野
常
右
衛
門
が

就
任
し
、
桜
木
町
六
丁
目
三
十
四
番
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
三
階
建
て
の
新
社
屋
建
設
が
始
ま
っ
た
。
新
社
屋
は
一
九
二

二
（
大
正
十
一
）
年
九
月
に
竣
工
し
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日

に
は
、
来
賓
千
七
百
余
名
を
招
い
て
創
立
五
周
年
お
よ
び
新
築

落
成
記
念
の
祝
賀
会
が
催
さ
れ
た
。
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）

年
一
月
の
時
点
で
、
社
員
総
数
は
六
十
六
名
、
東
京
・
横
須

賀
・
小
田
原
の
三
箇
所
に
支
局
を
も
ち
、
発
行
部
数
は
二
万
部

を
超
え
て
い
た
。

し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
、
桜
木
町
へ
の
移
転
か
ら
わ
ず
か

一
年
で
関
東
大
震
災
が
発
生
し
、
新
社
屋
は
全
焼
し
て
し
ま

う
。
そ
の
後
、
再
び
横
浜
日
日
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

同
社
の
社
長
を
務
め
た
村
野
常
右
衛
門
（
一
八
五
九
～
一
九

二
七
）
は
、
若
き
日
に
自
由
民
権
運
動
に
身
を
投
じ
、
神
奈
川

県
会
議
員
を
経
て
衆
議
院
議
員
と
し
て
国
政
に
進
出
し
た
政
治

家
で
あ
る
が
、
明
治
後
期
以
降
は
、
横
浜
日
日
新
聞
を
は
じ
め

横
浜
倉
庫
や
横
浜
鉄
道
の
経
営
に
関
わ
る
な
ど
、
実
業
家
と
し

て
も
横
浜
と
の
関
わ
り
が
深
い（

（
（

。
現
在
町
田
市
立
自
由
民
権
資

料
館
が
保
管
し
て
い
る
村
野
常
右
衛
門
関
係
史
料
に
は
、
横
浜

日
日
新
聞
社
に
関
す
る
資
料
が
二
十
数
点
含
ま
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
、
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
に
完
成
し
た
新
社
屋
に

つ
い
て
、
次
の
二
点
を
紹
介
し
た
い
。

図
３
は
、
村
野
常
右
衛
門
が
新
社
屋
の
設
計
・
監
督
の
費
用

を
支
払
っ
た
際
の
領
収
書
で
あ
る
。
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
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十
二
月
二
十
六
日
付
け
の
も
の
で
、
支
払
先
は
東
京
府
下
西
巣

鴨
町
の
小
林
英
彦
、
金
額
は
五
百
円
で
あ
る
。
同
史
料
に
は
、

平
面
図
・
断
面
図
・
建
物
配
置
図
を
一
枚
に
収
め
た
設
計
図
も

含
ま
れ
て
い
る
が
、
建
物
は
木
造
で
、
し
か
も
土
地
の
形
状
が

桜
木
町
六
丁
目
三
十
四
番
地
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
た

め
、
お
そ
ら
く
他
の
建
物
の
図
面
が
混
在
し
て
し
ま
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
設
計
者
の
小
林
英
彦
に
つ
い
て
、
そ
の
経
歴
や

設
計
作
品
な
ど
は
現
時
点
で
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
調
査
に
委

ね
た
い
。

図
４
は
、
施
工
業
者
か
ら
横
浜
日
日
新
聞
社
に
宛
て
た
工
事

金
額
の
請
求
書
で
あ
る
。「
横
浜
日
日
新
聞
社
新
築
工
事
既
成

部
分
拾
分
ノ
八
以
内
」
と
あ
る
と
お
り
、
工
事
の
進
捗
に
あ
わ

せ
て
部
分
払
い
で
支
払
わ
れ
て
お
り
、
同
史
料
に
は
、
一
九
二

二
（
大
正
十
一
）
年
四
月
二
十
八
日
、
五
月
二
十
四
日
、
六
月

二
十
六
日
、
七
月
二
十
四
日
、
八
月
（
日
は
未
記
入
）
の
日
付

を
も
つ
五
点
の
請
求
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
毎
月
一
回
、
五
カ

月
に
わ
た
っ
て
工
事
金
額
が
請
求
さ
れ
て
お
り
、
合
計
金
額
は

三
万
円
で
あ
っ
た
。

工
事
を
担
当
し
た
土
木
建
築
請
負
業
の
庄
司
組
（
庄
司
保
之

助
）
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
商
工
名
鑑
か
ら
そ
の
名
前
を
探
る

図３　領収書〔横浜日日新聞社新築設計
及監督費〕　1921（大正10）年12月　
町田市立自由民権資料館保管「村野
常右衛門関係史料」

図４　請求書〔横浜日日新聞社新築工事〕　
1922（大正11）年４月　町田市立自
由民権資料館保管「村野常右衛門関
係史料」
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こ
と
が
で
き
る
。
創
業
は
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
八
月

で
、
営
業
所
の
住
所
を
み
る
と
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
発

行
の
『
横
浜
商
工
案
内
』
で
は
中
村
町
千
三
百
十
六
番
地
と
記

載
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
三
年
後
の
『
横
浜
市
商
工
名
鑑
』
で
は
青

木
町
三
千
四
百
九
十
七
番
地
へ
と
移
転
し
て
い
る（

（1
（

。
青
木
町
と

い
え
ば
、
村
野
常
右
衛
門
も
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
に

青
木
町
広
台
（
現
・
神
奈
川
区
広
台
太
田
町
）
に
新
居
を
構
え

て
お
り
、
同
じ
町
内
で
す
で
に
仕
事
上
の
付
き
合
い
が
あ
っ
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

庄
司
保
之
助
の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
実
施

さ
れ
た
日
本
建
築
学
会
に
よ
る
戦
前
の
近
代
建
築
の
現
存
調
査

か
ら
、
そ
の
一
部
を
拾
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
調
査
当
時
、

市
内
に
現
存
し
て
い
た
近
代
建
築
の
う
ち
、
施
工
者
と
し
て
庄

司
組
（
庄
司
保
之
助
）
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
も
の
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る（

（1
（

。

横
浜
公
園
野
外
音
楽
堂
〔
一
九
二
九
年
、
中
区
横
浜
公
園
、

設
計
：
横
浜
市
建
築
課
〕

今
野
ア
ー
ト
サ
ロ
ン
（
旧
大
宝
堂
時
計
店
）〔
一
九
二
八
年
、

中
区
太
田
町
、
設
計
：
堀
越
建
築
事
務
所
〕

宮
下
ビ
ル
〔
一
九
二
八
年
、
中
区
常
磐
町
、
設
計
：
遠
藤

新
〕

徳
永
ビ
ル
〔
一
九
二
九
年
、
中
区
真
砂
町
、
設
計
：
堀
越
建

築
事
務
所
〕

ユ
ニ
ー
四
丁
目
店
（
旧
相
模
屋
）〔
一
九
三
〇
年
、
中
区
伊

勢
佐
木
町
、
設
計
：
国
枝
博
〕

浦
島
小
学
校
〔
一
九
二
八
年
、
神
奈
川
区
浦
島
丘
、
設
計
：

横
浜
市
建
築
課
〕

い
ず
れ
の
建
物
も
現
存
し
て
い
な
い
が
、
大
き
な
仕
事
と
し

て
は
、
震
災
復
興
事
業
で
建
設
さ
れ
た
横
浜
公
園
野
外
音
楽
堂

や
浦
島
小
学
校
が
注
目
さ
れ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
現
存
し
て

い
た
も
の
と
い
う
限
定
的
な
情
報
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
一
連

の
建
物
か
ら
、
庄
司
組
が
横
浜
の
震
災
復
興
を
支
え
た
建
設
請

負
業
者
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
横
浜
日
日
新
聞
社
新
社
屋
の
全
景
が
わ
か
る
も

の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、『
新
聞
総
覧　

大
正
十
二
年
版
』
に

掲
載
さ
れ
た
ご
く
小
さ
な
写
真
の
み
で
あ
る（

（1
（

（
図
５
）。
竣
工

時
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
建
物
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は

全
面
的
に
雷
紋
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
紋
様
の
巨
大
な
ス

ケ
ー
ル
感
が
一
種
奇
妙
な
印
象
を
与
え
る
が
、
た
し
か
に
こ
の

建
物
は
の
ち
の
桜
木
会
館
で
あ
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱

型
に
よ
っ
て
立
面
が
三
分
割
さ
れ
、
三
面
×
三
階
分
で
合
計
九
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面
の
窓
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
配
列
の
規
則
性
、
大
き
な

面
積
の
ガ
ラ
ス
窓
、
そ
し
て
歴
史
様
式
の
細
部
を
も
た
な
い
シ

ン
プ
ル
な
造
形
か
ら
、
当
時
と
し
て
は
モ
ダ
ン
な
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

社
屋
が
写
っ
た
写
真
と
し
て
は
、
村
野
常
右
衛
門
関
係
史
料

に
も
玄
関
前
で
撮
影
さ
れ
た
集
合
写
真
が
残
さ
れ
て
お
り
、
正

面
玄
関
の
上
部
に
掲
げ
ら
れ
た
「
横
浜
日
日
新
聞
社
」
の
社

名
、
玄
関
左
手
の
掲
示
板
、
窓
や
外
壁
の
デ
ィ
テ
ー
ル
な
ど
が

は
っ
き
り
確
認
で
き
る
（
図
６
）。
写
真
で
は
、
正
面
の
二
本

の
柱
型
に
煉
瓦
も
し
く
は
煉
瓦
タ
イ
ル
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節
で
あ
ら
た
め

て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

図５　横浜日日新聞社の新社屋　『新聞
総覧　大正12年版』（1923年）掲載

図６　横浜日日新聞社新社屋前での集合写真　1922（大正11）年10月頃　
町田市立自由民権資料館保管「村野常右衛門関係史料」
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三
、
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
災

一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
九
月
一
日
、
関
東
地
方
を
大
地

震
が
襲
っ
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

九
の
激
震
と
直
後
に
発

生
し
た
火
災
に
よ
っ
て
、
横
浜
市
で
は
三
万
五
千
棟
に
お
よ
ぶ

家
屋
が
倒
壊
・
焼
失
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
二
万
六
千
人

を
超
え
た
。

関
東
大
震
災
に
お
け
る
被
災
状
況
を
町
内
別
に
記
録
し
た

『
横
浜
市
震
災
誌
』
で
は
、
横
浜
日
日
新
聞
社
が
位
置
す
る
桜

木
町
周
辺
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
建
物
は
横
浜
日
々
新
聞
社
・
西
本
願
寺
別
院
・
海
外
渡
航

検
査
所
・
神
奈
川
県
農
工
銀
行
・
横
浜
米
穀
倉
庫
・
横
浜
市
中

央
職
業
紹
介
所
等
あ
っ
た
が
、
海
外
渡
航
検
査
所
と
横
浜
市
職

業
紹
介
所
と
を
残
し
て
、
他
は
倒
壊
又
は
焼
失
し
た
の
で
あ

る
。」（

（1
（

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

関
東
大
震
災
で
は
、
木
造
や
煉
瓦
造
の
建
物
被
害
が
大
き

か
っ
た
一
方
で
、
耐
震
性
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

建
物
の
多
く
が
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
桜
木
町
駅
前
に
あ
っ
た

中
央
職
業
紹
介
所
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
図
７
）。
港
町
に

あ
っ
た
横
浜
市
庁
舎
が
焼
失
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
横
浜
市
は

倒
壊
も
焼
失
も
ま
ぬ
が
れ
た
唯
一
の
市
の
施
設
で
あ
っ
た
中
央

職
業
紹
介
所
を
仮
市
庁
舎
と
し
、
九
月
十
一
日
に
は
そ
の
屋
上

で
臨
時
の
市
会
が
開
か
れ
た
。
ま
た
同
じ
く
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ

た
海
外
渡
航
者
検
査
所
の
建
物
に
は
、
神
奈
川
県
や
臨
時
震
災

救
護
事
務
局
の
出
張
所
が
入
っ
た
。

図
８
は
、
そ
の
仮
市
庁
舎
の
屋
上
か
ら
当
時
高
島
町
に
あ
っ

図７　倒壊をまぬがれた中央職業紹介所（左）と海外渡航者検
査所（右）　1923（大正12）年　横浜市史資料室所蔵
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た
横
浜
駅
方
面
を
望
ん
だ
も
の
で
、
桜
木
町
か
ら
高
島
町
に
向

か
っ
て
伸
び
る
京
浜
電
車
線
（
現
・
京
浜
東
北
線
）
の
高
架
が

画
面
を
横
切
っ
て
い
る
。
左
手
前
に
見
え
る
屋
根
は
海
外
渡
航

者
検
査
所
、
右
奥
に
写
っ
て
い
る
大
型
の
建
物
は
、
入
船
町
に

あ
っ
た
横
浜
船
渠
株
式
会
社
の
工
場
施
設
で
あ
る
。

画
面
左
奥
に
は
、
被
災
し
た
横
浜
駅
舎
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
ぼ

ん
や
り
と
確
認
で
き
る
が
、
横
浜
駅
に
向
か
っ
て
伸
び
る
道
路

沿
い
の
細
長
い
区
画
が
桜
木
町
で
あ
る
。
撮
影
地
点
の
仮
市
庁

舎
（
中
央
職
業
紹
介
所
）
は
桜
木
町
二
丁
目
で
、
高
島
町
に
向

か
っ
て
三
丁
目
か
ら
七
丁
目
ま
で
が
連
な
っ
て
い
る
。
横
浜
日

日
新
聞
社
が
建
つ
桜
木
町
六
丁
目
付
近
の
状
況
は
、
こ
の
距
離

で
は
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

先
の
『
横
浜
市
震
災
誌
』
の
記
述
か
ら
は
、
中
央
職
業
紹
介

所
と
海
外
渡
航
者
検
査
所
の
建
物
を
除
い
て
す
べ
て
倒
壊
し
て

し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
記
述
は
「
倒
壊
又

は
焼
失
」
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の
建
物

は
倒
壊
せ
ず
に
「
焼
失
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。

震
災
予
防
調
査
会
が
発
行
し
た
関
東
大
震
災
の
調
査
報
告

『
震
災
予
防
調
査
会
報
告
』
第
百
号
に
は
、
横
浜
市
に
お
け
る

建
物
の
被
災
状
況
が
、
煉
瓦
造
・
鉄
骨
造
・
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
構
造
別
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

に
つ
い
て
み
る
と
、
八
十
七
件
八
十
九
棟
の
情
報
が
一
覧
表
に

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
横
浜
日
日
新
聞
社
は
次
の
よ
う
に
報
告

さ
れ
て
い
る
。

「�
鉄
筋
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」
造
三
階
建
（
張
壁
煉
瓦
造
）　

建

坪
四
十
二
坪　
　

一
棟

図８　仮市役所から高島町方面を望む　1923（大正12）年　横
浜市史資料室所蔵
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桜�

木
町
六
ノ
三
二　
　

横
浜
日
日
新
聞
社　
　

震
害
僅
少
、

全
焼
」（

（1
（

（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
）

住
所
が
「
桜
木
町
六
ノ
三
二
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
誤
記
で

あ
ろ
う
。
建
物
は
全
焼
し
た
も
の
の
、
地
震
に
よ
る
直
接
の
被

害
は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
八
十
九
棟
の
う

ち
「
全
潰
又
は
大
破
壊
」
の
も
の
は
二
十
七
棟
で
全
体
の
約
三

割
、「
被
害
皆
無
又
は
僅
少
」
の
も
の
は
四
十
八
棟
で
全
体
の

半
数
を
超
え
て
い
る
。
煉
瓦
造
に
つ
い
て
み
る
と
、「
全
潰
又

は
大
破
損
」
が
全
体
の
六
割
以
上
、「
被
害
皆
無
又
は
僅
少
」

が
全
体
の
二
割
と
い
う
数
字
が
出
て
お
り
、
関
東
大
震
災
を
機

に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
耐
震
性
が
あ
ら
た
め
て
認
識
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
デ
ー
タ
か
ら
も
首
肯
さ
れ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、「
張
壁
煉
瓦
造
」
の
語
が
併
記
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。「
張
壁
」
と
は
、
建
物
の
荷
重
を
直
接
受
け

な
い
壁
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う
「
張
壁
煉
瓦
造
」
と
は
、

建
物
の
躯
体
（
柱
・
梁
や
床
・
屋
根
ス
ラ
ブ
）
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
つ
く
り
、
柱
と
柱
の
あ
い
だ
の
間
仕
切
り
壁
な
ど
に

煉
瓦
を
積
む
構
法
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
紹
介
し
た
請
求
書
の
内
訳
を
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
「
煉
瓦
工
事
」
が
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
「
側

及
間
仕
切
用　

煉
瓦　

壱
万
本
」（
四
月
二
十
八
日
）、「
側
及

中
仕
切
煉
瓦　

焼
過
三
等
品　

三
八
、
〇
〇
〇
」（
五
月
二
十

四
日
）、「
側
積
及
中
仕
切　

煉
瓦　

焼
過
三
等
品　

四
万
三
千

本
」（
六
月
二
十
六
日
）、「
正
面
貼
付
用　

タ
イ
ル
張　

二
〇

坪
」「
側
及
中
仕
切
壁　

煉
瓦　

焼
過
三
等
品　

八
万
八
千
個
」

（
七
月
二
十
四
日
）、「
正
面
張
付
用　

タ
イ
ル
張　

四
十
二
坪
」

「
側
及
間
仕
切
壁　

煉
瓦　

焼
過
三
等
品　

八
八
、
〇
〇
〇
個
」

（
八
月
）
と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
煉
瓦
積
み
用
の
モ
ル
タ
ル
や
煉

瓦
工
及
び
手
伝
い
の
人
件
費
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
側
及
間
仕
切
用
」
と
あ
る
と
お
り
、
外
壁
の
一
部
お
よ
び

内
部
の
間
仕
切
り
壁
に
合
計
二
十
六
万
七
千
本
の
煉
瓦
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
記
の
「
張
壁
煉
瓦
造
」
の
内
容
を

裏
づ
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
焼
過
三
等
品
」
と
は
、
堅
く
焼

き
締
め
て
吸
水
性
を
小
さ
く
し
た
「
焼
過
煉
瓦
」
の
こ
と
で
、

三
等
品
を
使
っ
た
と
い
う
こ
と
は
品
質
に
は
そ
れ
ほ
ど
こ
だ
わ

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
前
節
で
紹
介
し
た
図
６
の

集
合
写
真
に
お
い
て
、
玄
関
左
右
の
柱
型
に
煉
瓦
が
貼
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
み
え
た
点
も
、「
正
面
貼
付
用
」
の
タ
イ
ル
に
相

当
す
る
も
の
と
判
明
す
る
。

こ
の
よ
う
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
に
煉
瓦
壁
を
組
み

合
わ
せ
た
混
構
造
の
事
例
で
は
、
同
じ
く
震
災
前
の
一
九
二

一
（
大
正
十
）
年
に
竣
工
し
た
旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店
（
中
区
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山
下
町
、
横
浜
市
指
定
文
化
財
）
が
現
存
し
て
い
る
（
図
９
）。

設
計
は
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ウ
ォ
ー
ド
に
よ
る
も
の
で
、
現
在

は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店
も
な
が
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と

さ
れ
て
き
た
が（

（1
（

、
改
修
工
事
に
際
し
て
の
基
礎
調
査
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
躯
体
に
煉
瓦
壁
を
組
み
合
わ
せ
た
混
構
造
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る（

（1
（

。
建
築
技
術
史
上
、
関
東
大
震
災

以
前
に
竣
工
し
た
初
期
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
建
築
と
し

て
、
ま
た
煉
瓦
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
の
過
渡
的
な

段
階
に
あ
る
混
構
造
の
建
築
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
評
価
は
そ
の
ま
ま
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
に
も
あ

て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。

四
、
昭
和
を
生
き
ぬ
い
た
桜
木
会
館

関
東
大
震
災
で
の
倒
壊
を
ま
ぬ
が
れ
た
横
浜
日
日
新
聞
社
の

社
屋
で
あ
る
が
、
震
災
後
す
ぐ
に
復
旧
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
た

記
録
が
村
野
常
右
衛
門
関
係
史
料
に
残
さ
れ
て
い
る
。

図
10
は
、
復
旧
工
事
を
担
当
し
た
庄
司
組
か
ら
出
さ
れ
た
工

事
金
額
の
領
収
書
で
あ
る
。
復
旧
工
事
は
建
設
工
事
と
同
じ
く

図９　旧露亜銀行横浜支店　2019（平成31）
年１月撮影

図10　領収書〔横浜日日新聞社震災復
旧工事〕　1923（大正12）年10月　
町田市立自由民権資料館保管「村
野常右衛門関係史料」
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庄
司
保
之
助
が
手
が
け
て
お
り
、
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年

十
月
三
十
一
日
付
け
で
、
第
一
回
内
金
と
し
て
三
千
円
が
支
払

わ
れ
て
い
る
。
同
史
料
に
は
金
額
四
千
円
の
見
積
書
も
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
か
ら
は
、
基
礎
の
一
部
補
修
や
建
具
・

サ
ッ
シ
類
の
取
り
替
え
な
ど
復
旧
工
事
の
内
容
が
う
か
が
え
る

が
、
煉
瓦
に
つ
い
て
は
「
補
足
用
」
の
一
千
本
が
見
積
も
ら
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
建
物
を
大
き
く
改
造
す
る
ほ
ど
の
内
容
で

は
な
く
、
震
災
前
の
建
物
の
か
た
ち
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
残
さ
れ

た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
横
浜
日
日
新
聞
社
が
再
起
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
横
浜
学
院
が
開
設
さ
れ
る
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
に

は
、
そ
の
社
屋
は
若
尾
幾
太
郎
が
所
蔵
す
る
桜
木
会
館
と
な
っ

て
い
た
。
横
浜
日
日
新
聞
社
か
ら
桜
木
会
館
へ
と
い
た
る
経
緯

は
不
明
で
あ
る
が
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
測
図
の
三
千
分

の
一
地
形
図
に
は
、
桜
木
町
六
丁
目
三
十
四
番
地
の
位
置
に
、

桜
木
会
館
と
み
ら
れ
る
建
物
の
輪
郭
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図

11
）。
関
東
大
震
災
を
生
き
ぬ
い
た
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋

は
、
あ
ら
た
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
昭
和
の
時
代
を
生
き
る

こ
と
と
な
っ
た
。
桜
木
会
館
の
存
在
が
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
一
九
七
〇

図11　桜木会館の位置　1/3000地形図第30
号「新港町」（横浜市土木局、1931年測
図、横浜開港資料館所蔵）に加筆

図11-2　図11部分拡大
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年
代
に
お
こ
な
わ
れ
た
日
本
建
築
学
会
に
よ
る
調
査
で
あ
る
。

同
会
で
は
、
全
国
的
に
悉
皆
調
査
を
お
こ
な
っ
て
現
存
す
る

戦
前
の
近
代
建
築
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
そ
の
成
果
は
一
九
八
〇

（
昭
和
五
十
五
）
年
に
『
日
本
近
代
建
築
総
覧
―
各
地
に
遺
る

明
治
大
正
昭
和
の
建
物
―
』
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
な
か

で
桜
木
会
館
は
、
当
時
の
名
称
で
あ
る
「
日
の
出
ビ
ル
」
と
し

て
横
浜
市
の
近
代
建
築
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
掲
載
さ

れ
て
い
る
情
報
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
で
あ
る

こ
と
と
、
建
設
年
代
が
「
昭
和
」
と
い
う
二
点
の
み
で
あ
る
。

当
時
は
ま
だ
横
浜
日
日
新
聞
社
と
の
関
連
は
把
握
さ
れ
て
お
ら

ず
、
震
災
復
興
期
に
急
速
に
普
及
し
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
建
物
群
の
ひ
と
つ
と
判
断
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の

情
報
は
、
そ
の
数
年
後
に
横
浜
市
が
発
行
し
た
『
横
浜
・
港
・

近
代
建
築
』
で
も
、
そ
の
ま
ま
継
承
さ
れ
て
い
る（

（1
（

（
図
12
）。

一
九
八
〇
年
代
を
通
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
と
し
て
の
状
況
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
各
テ
ナ
ン
ト
の
公
告
・
看
板
が

雑
居
し
た
様
子
は
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂
室
所
蔵
の
八
〇
年

代
後
半
の
写
真
か
ら
も
う
か
が
え
る
（
図
13
）。

そ
し
て
時
代
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
、
二
〇
〇
八
（
平

成
二
十
）
年
七
月
、
桜
木
会
館
は
解
体
さ
れ
て
姿
を
消
し
た
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
末
現
在
、
跡
地
に
は
新
し
い
ビ
ル

図12　日の出ビル　『横浜・港・
近代建築』（1984年）掲載

図13　日の出ビル　1988（昭和63）年撮影　神奈
川大学資料編纂室所蔵
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が
建
設
中
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
神
奈
川
大
学
発
祥
の
地
と
な
っ
た
桜
木
会
館
に
つ
い

て
、
近
代
建
築
史
の
視
点
か
ら
、
建
物
の
概
要
と
来
歴
を
現
時

点
で
判
明
す
る
資
料
を
も
と
に
紹
介
し
た
。

桜
木
会
館
の
建
物
は
、
も
と
は
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年

九
月
に
竣
工
し
た
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
で
あ
っ
た
こ
と

が
、
同
社
社
長
を
務
め
た
村
野
常
右
衛
門
関
係
史
料
等
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
構
造
は
、
当
時
新
し
い
技
術
と
し
て
導

入
さ
れ
は
じ
め
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
を
基
礎
と
し
て
、
従

来
か
ら
の
煉
瓦
壁
も
同
時
に
用
い
る
混
構
造
で
あ
っ
た
。
一
般

に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建
物
が
国
内
に
普
及
す
る
の
は

関
東
大
震
災
以
降
と
さ
れ
る
が
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の
社
屋
は

震
災
前
に
実
現
し
た
初
期
の
事
例
と
し
て
、
そ
し
て
煉
瓦
造
か

ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
へ
と
い
た
る
過
渡
的
存
在
と
し
て
、

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
明
治
期
の
様
式
建
築
か
ら
脱
却
し
は
じ
め
た
大
正
期
の

建
築
界
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
歴
史
様
式
の
細
部
を
排
除

し
た
シ
ン
プ
ル
な
造
形
を
実
現
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す

る
。
長
い
あ
い
だ
昭
和
期
の
建
物
と
判
断
さ
れ
て
い
た
こ
と

も
、
そ
の
モ
ダ
ン
さ
ゆ
え
と
評
価
し
た
い
。

も
し
も
桜
木
会
館
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、
横
浜
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店
と
な
ら
ん
で
、
建
築

技
術
の
点
か
ら
も
、
そ
し
て
建
築
意
匠
の
点
か
ら
も
、
大
正
期

の
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
重
要
な
評
価
を
得
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
歴
史
に
「
も
し
も
」
は
存
在
し
な
い
。

＊
本
稿
は
、
第
四
回
神
奈
川
大
学
史
研
究
会
（
二
〇
一
八
年
六

月
六
日
開
催
）
で
の
報
告
「
神
奈
川
大
学
始
ま
り
の
地
と
み
な

と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
」
を
も
と
に
、
桜
木
会
館
に
関
す

る
内
容
を
そ
の
後
の
資
料
調
査
を
ふ
ま
え
て
再
構
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
資
料
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
神
奈
川
大
学
資
料
編
纂

室
か
ら
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
横
浜
日
日
新
聞
社

の
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
横
浜
開
港
資
料
館
の
上
田
由
美

氏
、
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
の
松
崎
稔
氏
か
ら
多
く
の
ご

教
示
を
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

註（
１
）
神
奈
川
大
学
創
立
五
十
周
年
小
史
編
集
委
員
会
編
『
神
奈
川
大
学

五
十
年
小
史
』（
神
奈
川
大
学
、
一
九
八
二
年
）、
三
頁
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（
２
）
前
掲
『
神
奈
川
大
学
五
十
年
小
史
』、
六
頁

（
３
）『
横
浜
貿
易
新
報
』（
一
九
二
八
年
三
月
二
十
八
日
）
に
掲
載
さ
れ

た
広
告
よ
り
。

（
４
）
建
物
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
だ
っ
た
話
は
、
以
下
の
回

顧
談
の
な
か
の
言
葉
と
し
て
出
て
く
る
。「
昭
和
三
年
、
横
浜
学
院

で
修
学
し
た
松
井
由
郎
氏
と
の
回
顧
談
」『
宮
陵
』
第
二
八
号
（
神

奈
川
大
学
同
窓
会
、
一
九
七
九
年
）、
三
四

－

三
七
頁

（
５
）
澤
木
武
美
「
神
大
の
歴
史
（
一
）
現
存
す
る
横
浜
学
院
の
校
舎
」

『
宮
陵
会
報
』
第
五
七
号
（
社
団
法
人
宮
陵
会
、
一
九
九
三
年
）、
八

頁

（
６
）
大
坪
潤
子
「
神
大
の
歴
史 

四
十
二
「
桜
木
会
館
」
補
遺
」『
宮
陵
会

誌
』
第
六
五
号
（
一
般
社
団
法
人
神
奈
川
大
学
宮
陵
会
、
二
〇
一
六

年
）、
三
〇
頁

（
７
）
横
浜
市
中
央
図
書
館
開
館
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
横
浜
の
本
と

文
化
』（
横
浜
市
中
央
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）、
一
九
七
頁
の
記
述

に
よ
る
。

（
８
）
以
下
、
横
浜
日
日
新
聞
社
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、『
新
聞
総
覧　

大

正
十
一
年
版
』（
日
本
電
報
通
信
社
、
一
九
二
二
年
）、『
同　

大
正

十
二
年
版
』（
日
本
電
報
通
信
社
、
一
九
二
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
９
）
村
野
常
右
衛
門
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料

館
編
『
村
野
常
右
衛
門
と
そ
の
時
代
』（
町
田
市
教
育
委
員
会
、
二

〇
一
二
年
）
を
参
照
。

（
10
）『
横
浜
商
工
案
内
』（
横
浜
商
工
協
会
、
一
九
一
五
年
）、
二
八
七
頁

（
11
）『
横
浜
市
商
工
名
鑑
』（
横
浜
市
役
所
、
一
九
一
八
年
）、
一
〇
三
頁

（
12
）
日
本
建
築
学
会
編
『
新
版　

日
本
近
代
建
築
総
覧
』（
技
法
堂
出
版
、

一
九
八
三
年
）
掲
載
リ
ス
ト
よ
り
。
同
書
の
初
版
は
一
九
八
〇
（
昭

和
五
十
五
）
年
で
あ
る
が
、
新
版
リ
ス
ト
で
は
設
計
者
・
施
工
者
な

ど
の
情
報
量
が
格
段
に
増
え
て
お
り
、
庄
司
組
の
名
前
も
新
版
リ
ス

ト
で
初
め
て
記
載
さ
れ
た
。

（
13
）
前
掲
『
新
聞
総
覧　

大
正
十
二
年
版
』、
一
五
五
頁

（
14
）『
横
浜
市
震
災
誌　

第
二
冊
』（
横
浜
市
役
所
市
史
編
纂
係
、
一
九

二
六
年
）、
二
九
頁

（
15
）
田
中
大
作
「
横
浜
市
ニ
於
ケ
ル
被
害
建
築
物
調
査
報
告
」『
震
災
予

防
調
査
会
報
告
』
第
百
号
丙
下
（
一
九
二
六
年
）

（
16
）
前
掲
「
横
浜
市
ニ
於
ケ
ル
被
害
建
築
物
調
査
報
告
」
に
お
い
て
も
、

露
亜
銀
行
横
浜
支
店
は
と
く
に
「
帳
壁
煉
瓦
造
」
と
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

（
17
）『
旧
露
亜
銀
行
横
浜
支
店　

保
存
・
利
活
用
工
事
報
告
書
』（
株
式

会
社
大
和
地
所
・
株
式
会
社
佐
藤
総
合
計
画
・
五
洋
建
設
株
式
会
社
、

二
〇
一
一
年
）

（
18
）
日
本
建
築
学
会
編
『
日
本
近
代
建
築
総
覧
』（
技
法
堂
出
版
、
一
九

八
〇
年
）、
一
六
七
頁

（
19
）『
横
浜
・
港
・
近
代
建
築
』（
横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
部
、
一
九
八
四
年
）、
九
三
頁




